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　今回のアンケートは、広報誌へ刷り込み各世
帯に配布したほか、公共施設にアンケート用紙
を配置したり、町ホームページ上でも回答でき
る方式で行いました。
　回答数は、ホームページでの回答も含めて
１６１通で、回収率としては2.2％と少ない結果で
はありましたが、貴重なご意見をいただくこと
ができました。
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104人男性

57人女性

���
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128人用紙回答

33人ホームページ
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20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上 25人

43人

35人

24人

18人

7人

9人

�����
　40％

������
　　31％

����� 
　 7％

������
　 1％

���� 
　 21％

10 20 30 40 500



���������

��������	
������
�

��������	
��������
�

��������	�
��������� ���������������������
� ���������������������

��������	
��������
�

��������	
�������
�

特
集
記
事

ま
ち
の
話
題

誕
生
・
お
く
や
み 

い
ま
を
生
き
る

ま
ち
か
ど

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

図
書
案
内

あ
え
〜
る
情
報

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー 

当
番
医

い
き
い
き
健
康
生
活

元
気
の
出
る
レ
シ
ピ

お
知
ら
せ

105 99

73

57
50 44

29 27 25 22 22 22 21 16 12
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町
長
の
日
記

正
く
ん
フ
ァ
ミ
リ
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

(人）

　質問�からは、町が発信する情報と町民が求めている情報が、必ずしも一致していないこと
が分かりました。今後、広報を作成するうえで、町民が求めている情報をキャッチしていくこ
とが必要と感じました。
　質問�では、各項目に大差がないことから、全ての分野で情報を求められていることも浮き
彫りになりました。広報誌という限られた紙面ではありますが、偏らない情報提供と、広報を
通じ町民の皆さんと共に、より良いまちづくりができればと考えています。

誕
生
・
お
く
や
み 

い
ま
を
生
き
る

図
書
案
内

あ
え
〜
る
情
報

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー 

当
番
医

い
き
い
き
健
康
生
活

元
気
の
出
る
レ
シ
ピ

そ
の
他（
お
知
ら
せ
・

特
集
記
事
な
ど
）
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育
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町
長
の
日
記

7 6 5 65

（人）

　質問�の回答者のうち、広報を「全て読む」、「必要なところを読む」を合わせると８０％とな
り、ほとんどの人に読んでいただいているという結果がでました。
　質問�では、特集記事やまちの話題、町からのお知らせをよく見ていただいており、皆さん
が、町政やまちの動きに強い関心を持っていることが分かりました。
　アンケートのうち、特集やお知らせなど、項目ごとの見易さ、分かりやすさをたずねたところ
では、「分かりやすい」「おおむね分かる」との回答を多くいただきましたが、改善を求める意見
も寄せられていますので、一層分かりやすい広報誌づくりに努めていきたいと考えています。　
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　質問�では、町ホームページを見たことがある人
は７５人いました。その方々へ聞いた��の質問か
ら、ホームページの見易さ、情報内容の充実度につ
いては、ほぼ満足されていると感じられます。
　しかしホームページは、町内に限らず、町外への
情報発信元として、これからさらに充実させていく
ことが大切と考えています。
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�見出しハッキリ。（男性・70代）
�カタカナの記事が多いので、日本文字で説　明
してほしい。（男性・70代）
�写真に重なる印字は読みづらく分かりません。

決定している行事は隔月でも良いと思います。
（女性・70代）
�右上から読んだり、左から読んだり記事が統一

していない。新聞のようにキチンとしてほし
い。区切り方も分かりづらい。（女性・30代）
�広報は全体的にゴチャゴチャしている。もっと

すっきり大きい字。（女性・50代）
�広報は見られれば良い。紙質も良すぎる。必ず

しも写真はいらない。（女性・50代）
�編集、デザインなどが全く素人。（男性・70代）

���������

�事実と違う内容が多い。明確な表現にすべき。
（男性・50代）
�財政、歳入歳出等現状を訴える場合、一般家庭

に置き換えて。数値が小さくなると身近に感ず
るのではないか。（男性・60代）

�町長の日記はくだらないので、廃止したほうが
いい。（男性・30代）
�より一層の情報の公開。（男性・40代）
�通常の報告、お知らせではなく、地域の課題を

取材し、考察するような特集のような企画も必
要だと思います。ご検討願う。（男性・40代）
�求職・不動産・不用品のリサイクル情報などが

あればよいのでは。（男性・40代）
�町内会行事も入れたら。（男性・40代）
�より一層の情報公開。（男性・40代）

���������	

�町内会だよりも家庭ごみ有料化説明会清掃など
も分からず、広報も終了後に来ます。何の役に
も立ちません。（男性・60代）
�去年は6回。2 ヶ月に1回しか広報はきません。

（70歳以上）

����

�勤めていますので、種々なイベントなどには参
加できませんが、広報で町の様子を知ることが
でき、毎月楽しみにしています。（女性・60代）

�毎月楽しみに読んでいます。（女性・40代）
�充実してきた。（男性・60代）
�表紙の写真が親しみ良く非常に良い。（男性・60

代）
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　12％

ある

あることも
知らない

無回答 26人

8人

52人

75人

知っているが
見たことは無い
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▼���　福祉課障がいサービス係（「ゆとろ」内・�23－3019）

���������

入院時の食事代は、日額７８0円を原
則自己負担。（所得の低い人は減額）

���������	
�

自立支援医療費の支給は、北海道が指定し
た指定自立支援医療機関での医療が対象。

18歳未満の人の育成医療
については窓口での支払
いが急に多くならないよ
う経過措置あり。

�����������������	���

　更正医療・育成医療・精神通院医療を一本化し、指定の医療機関で医療を受けた場合、どの障がいの人
も医療費の１割が原則として自己負担になります。ただし、所得などに応じて上限を決めています。自立
支援医療費の支給を受けるには申請が必要です。福祉課障がいサービス係にお尋ねください。
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　所得の低い人以外でも、継続的に相当額の医療費
負担が発生する場合には、上限額が決めらています。
������

�統合失調症やそううつ病・うつ病などの人
�腎臓機能障害や小腸機能障害などの人
�医療保険の多数該当者　　など
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障がい者の地域での自立した生活を総合的に支援します。

�
�
�
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�
�
�
�

��������

町が障がい者を総合的に支
援する体制をつくり、さま
ざまな事業を行う。

�������

平成１８年１０月から補装具の
購入や修理にかかる費用の
原則１割を自己負担するこ
とになります。（所得に応じ
て自己負担の上限あり）

������

障がいの種類や年齢により
決められていた医療費のし
くみが一本化されます。　

��������

����～障害程度が一定
以上の人に生活上または療
養上の必要な介護を行う。
　����������	

��������	
��

��������　など

�����

身体的または社会的なリハ
ビリテーションや就労につ
ながる支援を行う。
　��������	
��
���������	　など
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２
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
1
回
目
の
会
議
で
は
、
推

進
委
員
会
の
概
要
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
役
割　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
委
員
会
は
、
住
民
の
立
場
か
ら
再
構
築
プ
ラ
ン

の
推
進
状
況
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
設
置
し
ま
す
。

２１

３１

　

ま
た
、
町
は
、　

年
度
か
ら
、
町
が
実
施
し
て
い
る
事

18

業
な
ど
に
つ
い
て
、
点
検
・
評
価
を
行
う
「
政
策
評
価

制
度
」
の
正
式
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
の
透

明
性
・
客
観
性
を
高
め
る
た
め
、
委
員
の
方
々
に
は
、

政
策
評
価
に
つ
い
て
も
意
見
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
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学識経験者江口　正尊委員長

行政経験者石谷　捷二副委員長

再構築プラン策定
検討会議委員経験者

久保　義雄

委　員

八木和香美

ワークショップ参加者 安部　慎

行政推進員山下　義則

公募
金子景次郎

宮中由香里

��������	
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��������� （敬称略）
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プラン

再構築
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昨
年
６
月
よ
り
繊
維
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま
し
た
。

公
民
館
・
ゆ
と
ろ
・
西
当
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
・
ゆ
う
ゆ
う　

の
４
箇
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

２４

置
し
、
綿　

％
以
上
で
ハ
ン
カ
チ
以
上
の
大
き
さ
の

５０

繊
維
製
品
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
ま
で
に
、
回
収
し
た
3
9
0
㎏
の
繊
維

12

製
品
は
、
工
業
用
ウ
エ
ス
（
雑
巾
）
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

　

ご
み
を
資
源
に
す
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
分

別
協
力
が
必
要
で
す
。
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余
計
な

物
は
買
わ
な
い
、
買
い
物

袋
を
持
参
す
る
、
使
い
捨

て
で
は
な
く
、
長
く
使
え

る
商
品
や
詰
め
替
え
で
き

る
商
品
を
選
ぶ
な
ど
、
ご

み
を
家
に
持
ち
込
ま
な
い
。

�
�
�
�
��

修
理
し
て

使
う
、
チ
ラ
シ
の
裏
を
メ

モ
用
紙
と
し
て
使
う
、
と

い
っ
た
再
利
用
。

�
�
�
�
�
��

生
ご
み
を
堆
肥
に
す
る
、
び
ん
、

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

紙
パ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
分
別
し
て
資
源
物
に
出
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
が
こ
れ
ら

３
つ
の
取
り
組
み
を
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
な
カ
ギ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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�
	


�
�

�

　

生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
む
た
め
、
重
さ
で
は
、
燃

や
せ
る
ご
み
の
約
３
割
を
占
め
て
お
り
、
ご
み
の
減

量
問
題
で
は
、
生
ご
み
対
策
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。

　
　

年
度
に
は「
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
堆
肥
化
の

18
講
習
会
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
家
庭
用
の
生
ご
み
処
理

機
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
に
対
す
る
助
成
を
検
討
し

て
い
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
実

践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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　▼担当　環境対策課環境対策係（�23－2503）　
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ごみ
減量化

����

�����

　

町
で
は
、
平
成　

年　

月
を
目
途
に
、
家
庭
ご
み

18

10

の
有
料
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
有
料
化

は
、
ご
み
減
量
化
と
資
源
化
、
負
担
の
公
平
化
、
適

正
処
理
費
用
の
財
源
と
し
て
の
有
効
活
用
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
有
料
化
に
向
け
て

18
各
地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
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�
�
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����　企画課企画振興係
                  （�23－3042）

　

現
在
、
当
別
町
〜
江
別
市
間
を
結
ん
で
い
る
「
当

江
線
」
バ
ス
（
Ｊ
Ｒ
石
狩
当
別
駅
北
口
〜
江
別
タ
ー

ミ
ナ
ル
）
の
運
行
本
数
と
ダ
イ
ヤ
が
、
平
成　

年
4

18

月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
路
線
存
続
の
た
め
に
必

要
な
変
更
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
運
賃
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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下
水
道
事
業
運
営
委
員
会
の
第
４
回
会
議
が
1
月　
20

日
、
第
５
回
会
議
が
２
月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10

　

第
４
回
会
議
は
、
処
理
施
設
へ
の
知
識
を
深
め
る
た

め
に
終
末
処
理
場
見
学
を
し
て
か
ら
、
下
水
道
事
業
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
５
回
会
議
で
は
、「
今
後
の
下
水
道
の
運
営
に
つ
い

て
」
の
答
申
書
を
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

主
な
答
申
内
容　
　
　
　
　
　
　

�
健
全
に
下
水
道
事
業
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

　

業
務
の
委
託
化
や
人
件
費
の
見
直
し
な
ど
、
歳
出
削

　

減
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に

　

基
づ
い
て
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
が

　

必
要
。

　

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
下
水
道
施
設
が
も
た
ら
す

　

衛
生
環
境
と
便
利
さ
を
住
民
に
説
明
し
、
認
識
を
求

　

め
る
こ
と
。

�
維
持
管
理
費
を
使
用
料
で
賄
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

　

現
在
の
料
金
に
比
べ
て　

・
7
％
程
度
の
値
上
げ
が

22

　

必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
回
の
使
用
料
の
見
直
し
は
、
経
営
安
定
の

た
め
の
当
面
の
目
標
で
あ
り
、
４
年
程
度
の
期
間
で
経

営
状
況
の
精
査
を
し
、
使
用
料
の
再
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
。 �

�
�
�
�
�
�
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　食と環境を考え、変革意識を持つ農業者で組織する
「創地農業２１」が西当別コミュニティーセンターを会
場に、「食・農・環境セミナー・ふゆみずたんぼ」を開
催し、町外からも大勢の人が参加しました。
　セミナーでは、「創地農業２１」の代表で（株）アレフ
代表取締役、庄司昭夫さんが外食産業の立場から農業
や環境のあり方を、「NPO法人田んぼ」理事長岩渕成紀
さんが、冬の田んぼに水を張り環境を整えて安全な稲
作を行う「ふゆみずたんぼ」を紹介しました。最後に
泉�町長が、環境資源を大切にした、都市と農村をつ
なぐまちづくりの取り組みについて講演しました。

��������	
������

　　　　　　 (2月2日）

　町商工会が「当別ダム早期完成を求める商工会会員
大会」を商工会館で開催し、150人の会員が結集しまし
た。
　河村佳男商工会長が当別ダムに関するこれまでの経
過を踏まえ挨拶したのち、札幌土木現業所当別ダム建
設事務所の前田所長から、治水・利水・環境保全から
見たダムの必要性やダム構造などが説明されました。
　また、泉�町長は水利権確保のためにもダムが必要
であることを訴えました。
　最後に「当別ダム早期完成を求める決議」を参加者
全員で確認していました。

���������	
�

　　　　　(2月17日）

��������	
���
　　　  (2月18・19日）

　今年で２４回目を迎える「あそ雪の広場」が２月１８・１９日に
開催されました。18日の開会式で、目玉の雪像コンクール発
表に、当別中学校１年生全クラスとときわ学級が校内に作成
した「Ｓａｖｅ　ｔｈｅ　ｅａｒｔｈ」が大賞に選ばれると、
待ち構えていた生徒たちから歓喜の声が上がりました。
　開会式後には、冬の夜空に恒例の花火が打ち上げられたほ
か、ビンゴゲームに沸く子供たちの声がこだましました。
　翌日には、今年初めて行われた雪中玉入れに22チームが熱
戦を繰り広げた結果、役場サッカー部チームが優勝を飾りま
した。両日、天候に恵まれた会場では、建設協会が作った滑
り台で楽しそうに遊ぶ子供たちや雪像で記念写真を撮る親子など、たくさんの人で賑わいました。
　また、アウル会場では、本通振興会が振舞った甘酒やおしるこで、一息つく来場者の姿も見られました。
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　町広報の担当職員から「町長も何か書いて
ほしい」と云われて「あまり立派な文書は書
けないから」と云いながら結局平成１３年１０月
号に「町長の日記」と題して小文を書いた。
「日記」なら自分中心に書くことだから罪は
ないかなァと考えたから―
　ところが来月も書けと上手におだてられて
毎月書くはめになった。そうなれば広報誌だ
から日記の中で「何か一つ」は町民の皆さん
に伝えたい事を書こうと決めて書き続けた。
　１ヶ月にたった１日の日記だが最近は広報の
担当者に「期限が迫りました」と催促されて
ばかりいる。特に町長二期目に入ってから全
道町村会の役職が急に増えてしまって会議も
多い。然し、全道の会議に出席するといろい
ろな情報が多く、大変有難いのでこれも一生
懸命努めたい。
　街でたまたま会った人が「町長の日記毎月
読んでいるヨ」とか「広報が来たら一番最初
に読んでいるヨ」などと云われて、その気に
なって4年半恥ずかしくもなく 拙 い文章を書

つたな

き続けてしまったが、4月から広報の編集内容
を少し変えることになったので「町長の日記」
は今月で終わることになった。
　私の母は3月で満90才になるが、今も日記を
書いている。父が戦地に行った時から書き続
けていたらしく、昭和41年に父が急死した数
年後の法事の日に大学ノートの「手記」を見
せられた。日記をもとに書いたもので戦争に
行った夫の帰りを待つ4人の子どもをかかえ
た農婦の想いが中心だったから家族の関心は
高かった。今では毎日の行動を書いてはいる
が、翌日はほとんど記憶してないようだ。
　書き始めて63年、あとどのくらい書けるだ
ろう。

�����������

　当別高校に小さなお子さんとおかあさんが集まっ
て、高校生と楽しく遊びました。
　同校が北海道教育庁石狩教育局との共催で行ってい
る「いきいきさわやかスクール」の一環で、家政科保
育コースの３年生が、卒業制作として「あそびのくに」
を企画。昨年から準備を進め、ペットボトルのボーリ
ングや輪投げ、的当て、魚つりなど全て手作りの遊び
道具が会場を埋め、訪れた子供たちを喜ばせました。
　子供と触れ合った高校生は「３年間の集大成として
制作に取り組んできた。たくさんの子供たちが来て楽
しんでくれているので、とても良かった。将来は保育
関係の仕事に就きたい」と目を輝かせていました。

��������	�
����
　　　　 (2月9日）

　町の人材育成基金を活用した「高校生短期留学ホー
ムステイ語学研修」に、遠藤駿さん・新宅ありすさん
の２人が参加しました。
　２人は、アメリカ合衆国カリフォルニア州ロサンゼ
ルス郊外の家庭で１２月２３日から１月１１日までの２０日間
ホームステイを体験。帰国後に役場を訪問し、泉�町
長に滞在先での思い出や勉強になった事などを目を輝
かせながら報告しました。今回の経験を生かして、遠
藤さんは「国際的に活躍する弁護士になりたい」、新宅
さんは「世界の問題をテーマにミュージカルをしたい」
と将来の夢を話していました。

��������	
��
　　 (２月１日）
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　国保は、受診者が高額な医療費を負担しないで済む
ように加入者全員で助け合う制度で、加入している人
は国民健康保険税を納めなければなりません。
　国民健康保険税は、国保が負担する医療費や国保加
入者の健康づくりに必要な事業の大切な財源ですか
ら、納付月に納め忘れや口座振替の預金に残高不足が
生じないようにお願いします。
　納税が困難な場合は納税相談を受けましょう。相談
がないまま��������	
���������
��������	
����	
��������

��������	
されることになります。
■�������国保年金係　�23－2467
■�������納税係　�23－2341

��������	
����
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　診察時に「もしも重症だったら・・」と思い、症状
を隠したり軽く話したりするのは禁物です。適切な治
療を受けられず、症状の悪化や治療期間が長引く可能
性があるので、医療費も高くなってしまいます。
　また、顔色や唇の色なども診察時の重要な要素にな
りますので、化粧はせず素顔で行きましょう。
　診察を上手に受けることは、適切な治療を受けられ、
医療費を節約するために大切なことです。

��������	
���●○●○●○� � ●○●○●○ ●○●○●○� � ●○●○●○

��������　満60歳未満の

保健師・看護師いずれかの資格を

有する方を１名募集します。

�����　乳幼児健診、機能訓

練事業など。

�����　4月1日～平成19年3

月31日（1カ月に3日程度の勤務）

�����　8時45分～17時15分

����　ゆとろ（西町）

���　日額9,500円

�����　保健サービス係に連

絡してください。

�����　3月24日（金）

���　福祉課保健サービス係

�����
�������

�� ��

�����　11名

▼���５月１日～平成２０年４月３０

日（２年間）

▼���町関係や各種団体に対す

るスポーツの実技指導及び協力。

�����　総合体育館に備え付

けの応募用紙に必要事項を明記の

上、提出してください。

�����　3月20日（月）

�������　社会教育課ス

ポーツ振興係（「総合

体育館」内・�22－

3833）

�����
��������	

�� �� （「ゆとろ」内・�23－2346）

��������	
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　口座振替による毎月納付は翌月末振替になりますが、
「早割制度」を申し込むと当月末振替ができ、月に5０円
割引になります。
��������	
�����

　口座振替で保険料を前納すると、納付書（現金）で前
納するよりも割引額が高く、大変お得です。
���������	

　口座振替による１年または半年前納（4～９月分）を��
��������	
������年金手帳か納付書、
預（貯）金通帳の届け印を持参して、金融機関、郵便局、
社会保険事務所、町国保年金係で手続きしてください。
　※既に口座振替での前納をされている方は､改めて届
け出の必要はありません。
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　3月8日（水）・29日（水）
　役場国保年金係へお気軽にお越しください。
���������	
�札幌北社会保険事務所）
���3月20日（月）・10時～15時
��　商工会館（錦町）

����������	
��

��������

���������������

�������
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��
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��������	
��

２等陸・海・空士（男子）����

18歳以上27歳未満の者����

受付時にお知らせ���

江別募集事務所（�011－383－8955）
役場住民生活係（�23－3209）

�����
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▼福祉課福祉係～芦川英嗣

�「あそびのひろば」と「ミニトマトクラブ」は初回のみ、子育て支援係
　の窓口、または電話で申し込みください。（申込期間は3月13日～17日）
�5月以降の開催日程は、町広報や子育て情報コーナー（ゆとろ、西当別コ
　ミセン）または各事業開催中にお知らせします。
�各事業での保険加入は任意となります。（開催初日に説明します）

��������

　各サークルに遊びの紹介や活動

のお手伝いをします。また、おも

ちゃなどの貸し出しもします。

������������

　子育て支援センターからの情報

を発信。（年3～4回発行予定）
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　町社会福祉協議会では、平成１８

年度から東裏保育所と弁ケ別保育

所の運営を行うことに伴い、保育

士などを募集します。

▼������

�����　保育士２名　軽作業

員１名

�������保育士1名　保育

補１名

▼���保育士免許を有する方

（保育補と軽作業員は資格不要）

▼����　４月１日～平成19年3

月31日

▼�����月曜～金曜は８時３０

分～１７時・土曜は午前中（軽作業

員は月曜～土曜の午前中）

▼��　社会保険の適用あり。

（軽作業員は除く）

▼����

・保育士6,400円・保育補6,100円

・軽作業員　2,900円

▼�����保育士は履歴書と資

格証明書（コピー）を、保育補と

軽作業員は履歴書を、町社会福祉

協議会へ送付してください。

▼����　3月10日（金）

▼��　町社会福祉協議会（西町

「ゆとろ」内・�22－2301）

▼���　子育て推進課子育て支援係(「ゆとろ」内・�25－2658）　
　　　　　ふとみ保育所（�26－2353）

������

　子育てに関する悩みや相談

を、子育て支援係・ふとみ保育

所で受け付けています。

�����　8時45分～17時15

分（土・日・祝日、年末年始を

除く）

　あなたの体、「メタボリックシンドローム

状態」になっていませんか。

　内臓脂肪のことをみんなで学んで、病気

になる前に予防しましょう。

▼���3月29日（水）１４時～１６時     ▼��　ゆとろ（西町）
���� 関心のある方はどなたでも。
▼���メタボリックシンドロームってなんだろう？
（講師　札幌医科大学附属病院長　島本和明　医師）
▼���　3月24日（金）まで福祉課保健サービス係（「ゆとろ」
内・�23－2346）へ。
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　救急車の出動は、平成１７年に８４４件で年々増加傾向にあり、救急車で
病院搬送された人数は７９９人で過去最多となりました。（図１参照）主な
出動内訳では、急病が４８６件（約６割）、次に交通事故の113件となって

います。病院に搬送した人の
重症度の割合では、軽症の人が
全体の約半数を占めていまし
た。（図２参照）
　軽症の場合の出動が多発す
ると、心筋梗塞など死亡率の高
い病気の人が救急車を呼んだ
時に、当別町に救急車が無い場
合が発生する可能性があり、他
市町村へ救急車の要請をする
ので、時間がかかることになり
ます。　
　救急車の適正な利用にご協
力をお願いします。
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14日以内

健康保険証

老人医療受給者証

①加入している健康保険が変わったとき
②他市町村から転入したとき
③氏名変更や町内転居をしたとき

老人医療受給者証
（返却してもらいます）

④死亡したとき（死亡の届出義務者）

すみやかに⑤他市町村に転出するとき
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���������～昭和7年9月

30日以前に生まれた方、または一

定の重度障害のある６５歳以上の

方。

������～昭和14年７月31日

以前に生まれた70歳未満の方の

内、北海道の老人医療費助成制度

を受けている方。

▼���・��　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�23－3019）　

　老人医療の受給者が次の表に該

当するときは、お忘れのないよう

早めの届け出をお願いします。

����国民健康保険や社会保険

などの健康保険に加入している、

次の�か�の老人医療受給者証を

お持ちの高齢者。
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　心臓や呼吸が停止した人に救急車
（救急隊員）が到着するまでの間、心
臓マッサージや人工呼吸などの救命
手当をすれば、命が助かる可能性が
極めて高くなります。
　また、１１９番通報で「心臓や呼吸が
停止した」と思われる通報内容の場
合、消防署員（通信指令員）が口頭に
よる救命手当の指導をしています。
　適切な救命手当を身に付けるため
に、救命講習を受けませんか。

���　入院加療を必要としないもの
���　入院を要するもので重症に至らないもの
���　３週間以上の入院加療を必要とするもの
���　初診時において、死亡が確認されたもの
���　ヘリ搬送したもの

��������	
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【図２】
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【図１】
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出動件数（件）

搬送人数（人）

���　毎月第4日曜日・13時～16時
���　当別消防署（錦町）
���　AED（自動体外式除細動器）
　を用いた心肺蘇生法・止血法など。
�一度受講した方は、2年毎に再講習 
　を受けることをお勧めします。
�各団体、町内会などグループで申し
　込みする場合は、受講希望日に実施
　することもできます。
���　同消防署救急救助課救急係
　　　　     （�23－2537）
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���　４月５日（水）・６月１２日(月）

７月４日（火）・１１月３０日(木）・

１９年３月１日（木）・３月２日（金）

�������　４月７日（金）・

７月５日（水）・１１月８日（水）

�����　両会場共に7時55分

～8時10分まで。
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�����　平成19年3月３１日ま

で（事前に申し込みください。）

�����　道対がん協会札幌検

診センター（札幌市東区北26東１４）

��������

子宮がん（頸部２０歳～1,600円・体

部必要者700円）

乳がん（視触診とマンモグラフィー

４０歳～2,000円・５０歳～1,700円）

骨粗しょう症（３０～５９歳400円）

胃がん（３５歳～1,400円）

肺がん（レントゲン４０歳～400円・

喀痰検査必要者700円）

大腸がん（４０歳～600円）

※国保加入者は料金半額です。

※胃・肺・大腸がん検診は毎年、

子宮がんと乳がん検診は2年に1度

受けましょう。

��������　事前に電話で

福祉課保健サービス係（「ゆとろ」

内・�23－2346）へ。
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　納税者は、自分の資産の課税台

帳を閲覧できるほか、縦覧帳簿に

より、その価格が適正かどうか、

ほかと比較することができます。
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　町内にある全ての墓地は、町墓

地条例に基づき「１年以内に使用す

る」ということを条件に区画の使

用を許可しています。

　しかし、東裏墓地では、草刈り

もされず使用されないまま放置さ

れた区画が多く見受けられます。

　町では、東裏墓地の空き区画を

対象とした意向調査を２月から始

めています。

�����

���　東裏墓地の未使用区画

����調査票を対象者に送付

し、今後、墓地を使用する意思の

���������	
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���　固定資産税の納税者また

は代理人（課税台帳は、所有者本

人か代理人が閲覧できます。）

������　印鑑（代理人は委

任状も必要）

� � � � �　4月1日 ～6月30日

（土・日・祝日は除く）

���　8時45分～17時15分

��������　税務課資産税

係（�23－2333）

確認をします。

▼���

　墓地の使用許可を受けている方

が、「亡くなられている」場合や

「住所が変わっている」場合は、

速やかにご連絡ください。

��������　環境対策課環

境対策係（�23－2503）

�������　毎月第2・第4木曜日　19時30分まで

����　納税課納税係（�23－2341）

　平成18年度には、また新たに税金が発生します。

　税金を滞納したままでいると、役場からは何度も催促さ

れ、給料や財産などが差し押さえられたり、更には、職場関

係者に知られることもあります。滞納が重なり、生活が苦

しくなる前に、もう一度見直してみましょう。

　「完納できない」と思ったら、早急に納税課までご相談く

ださい。
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　今年度分の税金をまだ完納していない

のですが、どうなるのでしょうか？

��

　4月1日から町内の土地・家屋の

登記にかかる登録免許税を算定す

るために必要な固定資産価格は、

札幌法務局江別出張所で確認でき

ます。これにより、今まで税務課

資産税係で交付していた「固定資

産評価証明書」は特殊なケースを

除き不要になります。

������　非課税などの事由

により固定資産課税台帳に評価額

が記載されていない土地、区画整

理事業内の土地で換地処分前（仮

換地）である場合など。

▼���　税務課資産税係（�23

－2333)・札幌法務局江別出張所

（�011－382－2132）
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東野　圭吾容疑者Xの献身
　
　
�
�
�

樋口　有介月への梯子
瀬尾　まいこ優しい音楽
青山　七恵窓の灯
エドワード・ホフマンこれから社会に出るきみへ
きむらかよ絵本からうまれたおいしいレシピ
五味　太郎ふゆはふわふわ
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オリヴァー・ジェファーズまいごのペンギン
後藤みわこ黒まるパンはだれのもの?
いもと　ようこつきのよるに
三枝　成彰モーツァルト

�������

日能研あたま革命
　
　
�
�
�

水谷　修夜回り先生こころの授業
ほしよりこきょうの猫村さん　1
北海道新聞社編戦禍の記憶
川本　晶子刺繍
パトリシア・コーンウェル神の手　　上・下
神沢　利子くまの子ウーフ

　
　
�
�
�

木村　裕一まんげつのよるに
草野　たきハチミツドロップス
ケイト・ブライアンプリンセス・プロジェクト
リジー・ハリソンガールフレンズ
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　昭和46年4
月から町の
交通安全指
導員として
街頭指導や
小・中学校交
通安全教室
での指導、
各種行事などで啓発活動と交通整
理を積極的に行ってきました。
　平成１５年から指導員会会長並び
に北海道交通安全指導員連絡協議
会理事に就任。車社会の今日、地
域において積極的に交通安全活動
を推進した功績が認められました。

����������	


　商工会が主催する「新春講演会」
が開かれ、落語家の林家とんでん平
さんが講演しました。とんでん平さ
んは、耳が聞こえない人にも、落語
を楽しんでもらおうと手話落語を手
掛けています。講演では、簡単な手
話を来場者と共に行い、相手を思い
やる大切さや笑いの効果などを楽し
く話していました。　　　（2月2日）
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　町内在住のギタリスト、関ヒトシ
さんらが企画したコンサートが西当
別コミュニティーセンターで開かれ
ました。関さんと親交のある沖縄の
シンガーソングライターひがよしひ
ろさんが沖縄音楽を、赤嶺依子・千
晴さん親子が琉球舞踊を披露し、観
客約１８０人は南国の地沖縄の気分を
味わっていました。　（1月29日）
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　石狩平原スキー場でスキー連盟主
催の町民スキー大会が開かれ、小学
１年生から大人まで、町外からの参
加者を含む７２人が日頃の練習成果を
発揮しました。選手は「回転競技」
に挑み、1/100秒のタイムを競い合
いました。入賞者は古江会長からメ
ダルをかけてもらい、うれしそうに
していました。　　　　（1月28日）
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　まちの鳥ふくろうを知ってもらおうと「当別ふくろうの会」が主催してふ
くろう展を開催しました。
　会場の「あえ～る」には、会員がふくろうをモチーフにして作成した、陶
芸や木彫りの作品７００点が所狭しと並べられていました。
　期間中には、松ぼっくりでふくろうを作る講習会も開かれ、参加者は、木
の枝と松ぼっくりを使って丁寧に仕上げた作品を披露していました。　
　また、会場の外には、会のメンバーが、この日のために２カ月前から作り
上げたふくろう 行灯 ２０基がライトアップされ、通る人たちの目を引いてい

あんどん

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２月９日～12日）
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�����（４月は日程が変わっています。)

　��  ����������	
	���������　 �������������  ���������事前に福祉係（�23－3019）へ。　

�������（毎月第2・４木曜日に実施)　〔携帯電話で２４時間受け付けます。090－2070－5082へ。〕

　�� �������������������　������������   ��������町社会福祉協議会（�22－2301）へ。

No.329

�����������2月1日現在�
                             （　）は前月との比較
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▼全久寺婦人会寒修行者一同より寒修
　行の浄財の一部として２０万円
▼後藤田藏雄さん（太美南）から５万円
▼藤田　稔さん（横浜市）から５万円
▼高田拓治さん（樺戸町）から５万円
▼中田稀兒さん（東裏）から５万円
▼山下民雄さん（末広）から３万円
▼井上愛子さん（元町）から３万円
▼アジアンスポーツプロモーションか
ら22,000円
☆��������
▼おふくろの味「誉」（錦町）から8,634
円
��������	
�

▼宮永グループ婦人部から10万円
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���������������
しゅうきち
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樺戸町拓治〈94〉�田ハツヱ

対　雁正人〈83〉�松ミサヲ

川　下本人〈52〉後藤田 栄二 
えいじ

太美町輝〈51〉塩田　 伸幸 
のぶゆき

当別太本人〈78〉酒井　 秀雄 
ひでお

東　裏稀兒〈94〉中田　ミサ

緑　町本人〈73〉渡辺　�

白樺町四三男〈96〉田中ハギノ

樺戸町本人〈60〉笠原トシ子

高　岡本人〈67〉清水　 良仁 
りょうじ

太美町本人〈86〉菊地　 重則 
しげのり
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「第１５回YOSAKOIソーラン祭り」を目指し、よりパワーアップすべく、新
規会員を募集しています。年齢・性別は問いません。踊り子・旗振り・掛け
声、やる気と元気のある方大歓迎！   
　　　　　　 ���ふとみ元風会代表　小川（�26－3998）
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+4812����
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+71320�����
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★交差点、道路脇の雪山の影から
　歩行者が！車が！急ブレーキ　     
　でも間に合いません。
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妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出産期
を過ごしましょう。
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該当の日程を対象者へ通知します。
お子さんの成長を確認し、子育てや離乳食な
ど、日ごろの悩みを解消しましょう。
���������	
��をします。
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　�勤医協当別診療所
　�近藤医院
　�太美中央医院
　�スウェーデン通り内科循環器科クリニック
　�さわざき医院（要予約）
　�とうべつ内科クリニック（要予約）
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糖尿病や高血圧など生活習慣病のチェックが
できます。（４０歳以上）���������	�
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バスで札幌の検診センターへ行き、胃・肺・
大腸・子宮・乳のがん検診を受診します。
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巡回ドックの検診結果をもとに、医師・保健
師・栄養士の相談を実施します。
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保健師や栄養士が健康についての相談に応じ
ます。
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健康運動指導士が個別の運動方法をアドバイ
スします。
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必要な方はゆとろの運動器具を使った運動実
践ができます。
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脳卒中、神経難病などにより、体や言葉に不
自由さがある方。
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外に出る機会の少ない高齢の方。�������
�����������
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外に出る機会の少ない高齢の方。���
�������
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お酒で悩んでいる方とその家族。
（断酒会の申込み・詳細）
日中は江別保健所�011－383－2111
夜間は工藤�22－2510
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場所時間日にち内　容場所時間日にち内　容
西コミ 13：00～12日(水)予防接種（ポリオ）ゆとろ  7：55～5日(水)女性がん検診      

ゆとろ 13：00～13日(木)予防接種（ポリオ）西コミ  7：55～7日(金)女性がん検診   

ゆとろ14：00～10日(月)4カ月10カ月児健診(BCG)
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���������福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６） 



����������

����

�������������������

���������������

�����������������

�������������������	
�

�����������������

�������������������
���������	�

���������������

��������������������	
�

�������������������	
	����

��������	
��������������

��������������

��������������

�����������������������

����������	


��������������
��������������������������

�������������������
������������������������

������������������������
�����������������������

���������������������
��������������������������

���������
������������

����������	


��������������
�������������������������

�������������������
�����������������������

��������	
�

��������	
��

�������

���������	
��

��������	


�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
「
ニ
ラ
」
は
、
1
年
中
出
回
っ
て
は
い
ま

す
が
、　

月
〜
4
月
が
一
番
お
い
し
い

11

旬
の
季
節
で
す
。「
ニ
ラ
」
に
は
、
疲
労

回
復
作
用
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
2
や
粘

膜
を
強
く
し
風
邪
予
防
の
効
果
も
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
A
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
ひ
じ
き
」
に
は
、
貧
血
予
防

の
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
今
回

の
料
理
１
人
分
で
、
成
人
女
子
の
１
日

必
要
量
の
鉄
分
の　

%
を
摂
る
こ
と
が

40

で
き
ま
す
。

　

疲
れ
気
味
の
時
に
、
さ
っ
と
作
れ
る

こ
の
一
品
を
用
意
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

《�
��
�
�
�
》

ニ
ラ
＝
１
束

干
ひ
じ
き
＝
大
さ
じ
３
（　

ｇ
）

１５

に
ん
に
く
＝ �
か
け

ご
ま
油 
＝
大
さ
じ
１ 

《�
�
�
》

砂
糖
＝ 
大
さ
じ
１

し
ょ
う
ゆ
＝ 
大
さ
じ
１

オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
＝ 
大
さ
じ�

塩
＝ 
少
々

白
す
り
ご
ま
＝ 
大
さ
じ
１

《�
�
�
》

①
干
ひ
じ
き
は
水
に
つ
け
て
戻
し
て
お

く
。
に
ん
に
く
は
み
じ
ん
切
り
に
す

　

る
。
ニ
ラ
は
５
㎝
長
さ
位
に
切
る
。

②
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
入

れ
、
に
ん
に
く
を
香
り
が
出
る
程
度

に
炒
め
る
。

③
②
の
中
に
、
も
ど
し
た
ひ
じ
き
を
入

れ
て
炒
め
、
火
を
通
す
。

④
ひ
じ
き
に
火
が
通
っ
た
ら
、
ニ
ラ
を

入
れ
、
さ
っ
と
火
が
通
っ
た
と
こ
ろ

で
調
味
料
を
加
え
混
ぜ
て
、
最
後
に

白
す
り
ご
ま
を
加
え
て
出
来
上
が

り
。

【
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

�
ニ
ラ
は
炒
め
過
ぎ
て
食
感
を
失
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

１
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
＝　

キ
ロ�
86

た
ん
ぱ
く
質
＝　

g　

脂
肪
＝　

g

5.9

2.7

食
物
繊
維
＝　

g　

塩
分
＝　

g

2.9

1.0

カ
ル
シ
ウ
ム
＝　
123

�
　

鉄
分
＝　
�2.9

＊
１
人
分
で
野

菜
・
海
藻
類
が　
65

g
と
れ
ま
す
。

　

��������

���������
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い　　 ま い　

interview 

�������
　　駅前大通にて撮影
　　　写真提供　菊池　裕さ

ん（緑町）

��������	

��
�
�
�
�
�
��
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　

き
れ
い
な
音
色
で
演
奏
す
る
に
は
、
全
員
の
音
を

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
初
は
、
音
を
し
っ
か
り
出
せ
る
よ
う
に
基
礎
的

な
練
習
か
ら
始
め
る
た
め
、
一
時
的
に
部
活
動
が
嫌

に
な
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て

練
習
を
重
ね
、
音
が
調
和
し
て
く
る
と
、
演
奏
す
る

楽
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

　

リ
コ
ー
ダ
ー
は
、
実
際
に
音
楽
を
聞
い
て
覚
え
る

の
で
は
な
く
、
楽
譜
を
見
な
が
ら
音
を
積
み
重
ね
る

た
め
、
指
導
者
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
生
徒
が
理
解

し
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

な
か
な
か
意
図
が
伝
わ
ら
ず
、
生
徒
た
ち
は
苦
労

す
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
練

習
を
続
け
る
こ
と
で
力
を
付
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
音
楽
部
顧
問　

澤
口
加
奈
子
先
生
）

��
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

弁
華
別
中
学
校
の
音
楽
部
は
、
６
年
前
に
部
員

２
名
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
少
な
い
人
数

の
中
で
も
生
徒
一
人
一
人
が
一
生
懸
命
頑
張
り
、

技
術
の
積
み
重
ね
が
で
き
た
こ
と
で
、
昨
年
初
め

て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
３
年
生
３
名
、
２
年
生
１
名
の
４
名
の

生
徒
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
コ
ン
テ
ス
ト

曲
は
、「
ヴ
ァ
ン
ズ
ベ
ー
カ
ー
舞
曲
」
と
い
う
軽
や

か
な
イ
メ
ー
ジ
の
曲
に
決
め
、
昨
年
の
夏
頃
か
ら

練
習
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

　

１
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
「
全
道
リ
コ
ー
ダ
ー
コ

１１

ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
中
学
生
の
重
奏
の
部
で
金
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
２
年
連
続
で
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
先
輩
た
ち
が
吹
い
て
い
た
リ
コ
ー

ダ
ー
の
美
し
い
音
色
に 
惹 
か
れ
て
リ
コ
ー
ダ
ー
を

ひ

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
基
本
練
習
ば
か
り
で
辛
か
っ
た
の
で

す
が
、
練
習
す
る
う
ち
に
た
く
さ
ん
の
曲
を
覚
え

て
、
部
活
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
今
年
も
全
国
大
会
へ
行
く
」
と
決
意
を
し
て
毎

日
練
習
を
重
ね
て
き
た
の
で
、
全
国
大
会
の
出
場

が
決
ま
っ
た
瞬
間
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

昨
年
は
銀
賞
だ
っ
た
の
で
、
今
年
こ
そ
は
金
賞

を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

　
　

（
音
楽
部
部
長　

３
年　

石
山
奈
津
美
さ
ん
）
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きれい

３月２６日に東京都での全国大会へ出場


